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はじめに

異文化間教育学は， I異質な複数の文化の共生Jを基本モデ、ノレとして，教育

事象や理念を分析・考究していこうとする学需であるが，これまで「海外・帰

国子女教育研究班 1 1985 (昭和60)年以前り研究成果をもとにj (吉谷武

志〔研究代表者JIl'異文化関教育の体系住に関する基礎的研究最終報告書i

平成8，....__11年度科新報告書， 1999年)， I異文化問教育学の構想」く龍谷大学教

育学会紀要編集委員会編『龍谷大学教育学会紀要』創刊号， 2002年)， I異文

化関教育学の研究枠組みとキーワード一体系化への試論j ([J龍谷大学論集J

第464号， 龍谷学会， 2004年〉などによって， 私自身の異文化需教育学に対す

る見解を拐らかにしてきた。また，このたび， I異文化問教育に関する讃断的

研究一共通のパラダイムを求めてj の拙論を『異文化需教育』第23号(異文化

問教育学会， 2006年5月〉で執筆したので，島わせて参照していただければ幸

いである。

私は， I異文北関教育j を「異なる文化の詣で成長・発達する人間の形成・

青成過程に関心をもち，自文化をも異文化〈他文化〉をも相対化して， Il'第3

の見地』に立てる人間の形成・育成に関わる教育事象・理念Jと定義し，こう

した教育事象・理念についての学問を「異文化問教育学Jと考えているが，そ

のキーワードを分析することにより， (工) I適応Jではなく「異文化適Jlt.j

をキーワードとするなどの「什加の方向性j，く2)I適応の型」や「適正、段階」

を類別化するたどの「積綾化の方舟性j， (3) I学校ストレス」などI;Jf成の

用語を使用していても「異文化間J的含意のある「豊穣化の方向性j， (4) 

「マクロJと「ミグロj の詩の「ミドクロJなどの「薪用語の方向註Jり4つ

の方向性を見いだした。また，異文化問教育の見取り匿として， I異文化問教

育学の核心は， Il'異質な文化の共生』ということである。この共生を可能にす
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るのは， IT'対等の〈権力〉関誌』であり，このことから F双方自性』の関係が

成り立つ。 この関保において， 自文化と地文化の『相対化』と『桔互変容J. 

F創造』が起こり， IT'第3の見地』を拓く。そして， 実践の『協働』により，
(1) 

異文化聞の教育の実があがる」との見解を示した。

そして，私が萌究代表者になって共罰研究「異文化語教育に関する横断的研

究-共通のパラダイムを求めてj (平成16'"'-'18年度科学研究費需助金 基盤研

究 (B)]に現在取ち組んでいるが， この過程で先述の『異文化関教育』に中

間報告をする機会が与えられたのである。本科研の目的は， ilr異文化問教育

学』の体系化を目ざして，海外・帰国子女教育， 留学生教育， 外国人子女教

育，外国語教育， 日本語教育，多文化教青などについて， これまで行われてき

た各々の研究，すなわち各々の F経断的』研究を『横断』する，共通の研究枠

組み，理論モデル，キーワードなどのパラダイムを見いだすとともに，そのパ

ラダイムに該当する実例を具体的に示すことJであるが， (工) i全体証j，

(2) r留学生斑j， (3) i言語とコミュニケーション瑳j， (4) i発達と
アイデンティティ証j， (5) i文化斑」に分けて遂行していただいている。

14名の研究分担者と 9名の研究協力者のご協力をいただいて研究を進めさせて

いただいている。

科研の研究課題と再タイトルで、執筆した前出の『異文化間教育』でのまとめ

は，以下の通りである。

(1)異文化問教育学の研究領域は， 事外・掃国子女教育， 外国人子女教

育，留学生教育，中国帰国者教育，多文化教育をはじめとして，全ての教育事

象・理念の領域にまでおよぶ。

(2) 研究主題は，①適Þr.~，②アイデンティテゎ③言語，@リテラシー，

⑤コミュニケーション，⑤発達・成長，⑦カウンセヲング，③文化，@能力・

資質，⑬人爵観，についてなどである。

(3)教育学の性格を引き継いで， iである」の実証科学で諸うるとともに

「であるべき」の実践科学でもある。

(4)方法としては，心理学や社会学などの従来の学問分野の方法を用いる

広義の異文化間教育学と固有の方法を用いる狭義の異文化問教育学がある。例

えば，既存の教育心理学や教育社会学む方法を用いつつ，研究対象は「異文化

問教育事象・理念j である場合は， r異文化関教育心理学Jや「異文化関教育

社会学Jとなるなどである。

(5)狭義の異文化問教青学の方法は， i異文化間関採学Jと通じ佐藤郡
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語の言う「異文化問的視点」や「関保性の組み換えJなどを特設とするが，①

異質〈な文化〉が共生する「二元性Jないし「多元性」がまず観点となる。そ

してこの②異文化の「間j f，こ注目する i(異文化〉間性j，そこからもたらされ

る③「双方向性Jが観点になる。これが実践においては， i程互作用」や「協

働」という観点を重援することになち，③異なる文化を「相対化Jし， i第3

の見地」の視界が拓かれるとともに 「普遍性」への超脱が可龍になる。そし

て， ⑤「関係性」である。 固定的な「関係J とは異なって， i関係性」には

「関係性の組み換え」に象徴されるように流動的な含意がある。海外の日本入

学校では，現地事需の授業に関しては， 日本入学校教員が「克童生徒Jに， 自

本入学校克童生徒が「教師」になりうる。そうした青景には，権力的に対等で

あるという， i対等性」ないし「平等な権力控j の理念がある。教育場面に

おいて， i教j の側面から見ればこの関係性は蔀分的であるかもしれないが，

「育Jや「学び」の側から見れば全体的に論じられる。そして， ⑤として，

「桔互変容」と「構築性j， i観造住j があげられる。 これについては， 佐藤

郡需が，異文化問教育の定義や「異文化問的援点Jにおいて強調しているが，

マイノリティ〈少数派〉とマジョリティ〈多数派〉との相互作用によって，マ

イノ Pティとともにマジョリティも変容し，相互変容を契機にして新たな文化

が創造される過程で為る。ここの「文化」自棒も構築的であるという，カノレチ

ュラノレ・スタディーズの成果もある。

私が以上のような見解をもつに至ったのも，本科研の研究のおかげである。

研究分担者・研究協力者の曽議に感謝している。

1 .研究の観点について

ここで①~⑤について，少し説明を加えておきたい。

まず①「異質の共生Jであるが， i異文住語教育学」の最も基礎にある見方

は，教育事象・理念は本来，理想と現実，伝統と革新，不易と流行，信人と集

団， {毘人性と社会性，国家と国際，大人と子ども，男性と女性， 自由と統制，

寵康と病理，賞と罰，体系的知識と問題解決能力，絶対評価と相対評錨，業績

本位と所麗本{立，多数派と少数派など，多くの「異質Jの考えや価値観， 目標，

方法などによって構成されているということであると私は考えている。時と状

況に応じて，これらの絶えざる調整を行ってきたのが教育の壁史であったとも

言える。

海外・婦富子女教育，留学生教育，外国人子女教青，外国語教育， 昌本語教
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育，多文化教青などの「異文化問教育J事象・理念は， 1970年代からの日本社

会の国際化に応じて見いだされた教育事象・理念と晃なされてはいるが，教育

事象・理念そのものが f異文化間的」であるというのが私の考えである。異質

り，場合によっては相反する理念や目的・方法を絶えず調整しようとしている

のが教育という営みであり，時代によって一方が過度に強調されたり，無視さ

れたりはしたが，その底流においては絶えざる「異質の共生」を自ざしての葛

藤・対立・論争の壁史があったと考えている。このことは，これらの異質なも

の相互の比重は変化しても，一方が全く不要ということに誌ならない事情が人

間社会にはあることを意味している。この視点に立てば，今毘の異文化問教育

部題はヨ本文也と外国文北との調整を主たる課題にしているが，それは教青開

題の一部が特出された現象なので島る。

これまでは一元的・直隷的志向が強く， rあれかこれかj の二者択ーを迫っ
たり，ことの優劣を競ったりということが多かったが，入・物・金・情報が地

球規模で行き交う今日の世界においては，二元的ないし多元的，曲線的・螺旋

的志向が必要になり，このことを通して，教育事象・理念についての見方も変

北してきていると言えるのではないか。

次は② r(異文化〉詩佳Jということである。「異質の共生」を基礎としてい

る教育営為は，恒常的に「あれか，これか」の「間」で成立しているのではな

いか。異費なものそれ自体が，人間生活にとって意味あるものである以上，ど

ちらかに鎮斜しどちらかの近距離にあるとはいえ，関係者は「間JVこ立って

いる。たとえどちらか一方に全面的に依拠している持でさえ，もう一方の異費

なものが念頭におかれているか，穏れて背後に伏在している。具体的場面であ

る教室での授業にしても，教えようとする教師と学ぼうとする生徒の関で授業

は成立している。学ぶ、生徒なくしては教えることはできず，教える教部なくし

て授業は成立しない。教科書に凝縮し結品している，当該国家ないし大入社会

が正統化した知識と技街の体系は，教師を介して生徒との間で伝達される。態

度やマナーも，同様である。しかしそのことは，国家・大入社会と教部の間，

教師同士の関，教師と生徒との関，生徒同士の聞での絶えざる反問と嘉藤・議

論が渦巻いていることをも意味している。

そこで求められるのが，③「双方向性j ということである。教師は終姶生徒

の側に立ち，生徒の自諜でカザキュラムを見ないと「伝達Jがうまくいかな

い。社会が多様化し変化の激しい流動註を菩びれば帯びるほど，との視角が

重要になる。 このことは， 関孫するすべての当事者需にも求められるのであ
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る。国民教育を基本にしてきたこれまでの学校教育私外国人児童生徒が参入

してくることによって外国人児童生徒む{期からわ視角が求められ，ひいては女

性の側からむ視角， f.f&所得者震の側からの視角，非行少年の側からの視角，戦

争によって侵略された側からの視角など， r双方向的J. r多方向的j な視角が

ますます求められるようになると考える。

そしてこのことは「視角Jにとどまることなく，態度や行動，実践の次元に

おいても「相互性J• r相互作用」を重視することにつながる。例えば，授業は
教師と生徒との「相互性j・「相互作用」によって成り立っているしそのよう

な授業が望ましいという授業観を流布させる。一方的な体系的知識・技術の伝

達よ Pも，教師と生徒がともに参加して相互に学びあう「参加型学習j や体験

学習重視の授業観に異文化問教育はより賛意を示すのである。

そうした中から，@双方の文化を「椙対化Jし，どちらの文化にも一方的・

全面部に依挺しない「第3の晃地Jが獲得される。そして，そのことを通して

「普遍Jの境地にまで至るのである。

次が⑤「関係性j で三うる。この用語は異文化問教育についての論述において

よく用いられているが，その含意についての統一的な見解はまだないようであ

る。

佐藤郡衛は「関係性り組み換えJについて，日本の小学校6年生の学級に入

ってきたインドシナ難民の子どもの状況を例にしながら説明している。このイ

ンドシナ難民の子ども試日本語習得に大変に苦労をした作文を読んだが，それ

を聞いた吉本の子どもは，その苦労に共感し，インドシナ難民のこどもが日本

の国語の教科書を読めた時， クラスのみんなで喜んだという日本のこどもの作

文の事例をとりあげて， rこの女の子は， u百本人』と F外国人』という枠組
みからではなく，外冨籍の子どもとの重接的なかかわりを通し新しい関保性

を講築しようとしているのである。難民の子どもの苦しみを初めて知弘それ

を知ろうとしなかったことを反省し共感的理解を示しているJと。

「昌本人j と「外昌人Jという関採が， rグラスの仲間J rひとりの子ども

同士の関係j などという関係に変わったことを「関係性り組み換えJと表現し

ているようである。

この「関保性」ないし「関諜性の組み換えJという観点は， r対等性」とい

う視角によって支えられる。 r教師Jも「生徒」も「学び」において， r研究

者Jも「研究の対象者」も「研究成果の創造過程」において「対等Jであり，

F対等」であるべきという信念がここに宿されている。そして，その背後にあ
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るのが，カルチュラノレ・スタディーズがつとに主張する「権力性j である。

⑤「桔互変容註」は，佐藤郡衝が繰り返し提唱していることであるが， 多

数派も少数派とともに変容するところに， r異文化詫教育」の成果がある。ま

た， r文化観j として， r文化の可変性Jが強調され，構築主義の影響を受け

て，文化の「棲築性Jや「創造性Jが指摘されるのである。

そして， r問題性」として別枠で設け，研究主題として挙げた主題に対応し

て， r異文化問教育学j で「問題性」とされてきた主題をここに入れてみるこ

ととし?こ。

2. これまでの研究に見る理論モデ、ルとキーワードの分類

こうして，研究主題と研究の観点を交差させた表が，前頁の「表 研究主題

と研究の観点のマトりクス」である。なお，ここの研究主題については， 11異

文化問教育』に発表したものを修正しているが，これまで、調べた関連文献〈後

掲のく参照文献))の中で取り上げられた「理論モデ、ノレ」と「キーワーむを

各セノレに当てはめて分類を試みたのが，以下のO理論モデルとOキーワードの

分類である。

く参照、文献〉に関しては， これまで、謁べた文献に浪られているので， これか

らさらに拡充していきたい。また，紙幅の関係で， く参照文献〉には日本語文

献のみを挙げ，この中で紹介されていた英語文献については蔀愛した。 r理論

モデノレj と「キーワードJの“出所"という点では開題があるが，拙論では，

日本の異文化間教育研究において“取り上げられた持というところにより意義

を見いだす意味で，このようにした。また，理論モデ、ノレとキーワードの各々の

説明については，必要最小張度付記したが，不十分なこと立承知している。こ

れについては，別穣で詳しく論じたいと考えている。取り上げられた文献につ

いては，ページ数が特定されていない文献も含まれているが，この「分類J自

体も暫定的なものなので，今後さらに検討していきたい。研究の枠組みの検討

も，次稿を期したい。

。理論モデル

1， 2， 8， a， d， e ~異文化適応の位指:文化的調整，エスニッグ・アイデンテ
ィティ，文化的能力，役割変容;江瀦一公(1994，p. 86) 

1， 8 a ①異文化体験の4類翠:i)異文化嘉藤型， ii)異文化不適rr;;型， iii)異文

化適応型.iv)異文イヒ需化型;佐藤郡語 (1992，pp. 14-15) 

金適正、戦構 (adaptivestrategies) :再肯定〈土着文化志向)(rea誼rmation)ー総合
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(synthesis)ー撤退・呂避(withdrawal)ーバイカノレチュラリズム (bicultura-

lism)一建設的境界化ー(constructivemarginality)一諸費的適M$(compensatory 

adaptation)-:解釈 (interpretation);江踊一公 (1994，p. 96) 

1 a ①異文化遺M$O)類型:統合 (integration) ・同化~(assimi1a tion)・離脱 (separa-

tion)・境界化〔周辺化J(marginalization);井上孝代 (2001，p. 14) ;佐藤蔀衛
(2003， pp. 50-51) 

②異文化適応の3類型:i)非文化変容型 (inacculturated)，ii)境界型 (margin-

al)， iii)文化変容型 (acculturated);江瀧一公 (1994，p.90) 

③異文化遺誌の4類型:。文化変容塑 (acculturatiorふ ii)統合型(integration)，

iii)拒絶型 (rejection)，iv)文色棄却型 (deculturation);江沼一公 (1994，pp. 

87-88) 

④異文化遺応の5類型:i)土着文化に頭屈に執着し，西洋文化は一切拒諾するタイ

プ， ii)土着文北も西洋文化も共にま酪色L，全く新しい信抑・価値体系を創り出し

たタイプ， iii)土差文化を拒否して西洋文化の錨鐙体系に同化したタイプ， iv) 2 

つの文化体系の挟間にあって，いずれにも帰属を決めかねている“揺れている"タ

イプ， v)多文化的環援とそれが通常もたらす文化的葛棄に対して，創造的にかつ

効果的に適M$しているタイプ:バイカルチュラリズムという特殊な適応形式によっ

て所与の状況を乗り越えていると見られる行動類型;江誠一公 (1994，p. 91) 

6異文化適応の類型概念図:エスニシティと文化変容〈文化的問化〉の視点からみ
た:マップィー (Mcfee，Malcolm)のモデルをベースに，より一般化した形のモ

デルを講成;江漉一公 (1994，pp.112-113) 

⑤異文化適誌過程:honeymoon， culture shock， adj部 tment，mastery;塘科技子

(p.40) 

e異文化遺M$段階:i)接触 (contact)， ii)崩壊(disintegration)， 日〉再統合
(reintegration)， iv)自律 (autono血 y)，v)独立 Cindependence);塘利枝子

(p.41) 

舎異文化接触過程:i)静化期〈魅了期)， ii)移行期(敵意期)， i五〉学習期〈適応

期)， iv)受容期〈二文色並立期)， v)護婦ショック・再適応、期;塘利枝子 (p.40)

⑤文化接触後の変化の類型:集団レベノレ=集団虐殺 (genocide)， 用化 (assimila-

tion)，隔離 (segregation)，統合(integration)，語人レベノレ=請濃翠 (passing)，

拝外主義型 (chauvinistic)，周辺型 (marginal)，イ中介型 (mediating);井上孝

代 (2001，pp.15-16) 

{窃適誌の周期:接触 (contact)ー競争(competition)ー葛藤 (con.B.ict)一読整 (ad-

justment)一同化 (assimilation);江朝一公 (1994，p. 74) 

むUカーブ仮説:r初期の密難に直面するJ設階 (initialconfrontation phase)・
「適応の危撲j 設階 (adjustmentcrisis phase)・「呂複するJ段階 (recovery

phase) ;大議敏子 (p.64);襲田雅弘・白主語 (pp.88-89，pp.239-240) 

@Wカーブ伝説:むカープ仮設に層圏後のUカーブを付加;大橋敦子 (p.64) ;横田

雅弘・由主信 (p.89)

。カノレチャーショッグの位相:5つの位指 (phase):i)異文化との「譲蝕」によ
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り，自文化にない藷特設に好奇心をそそられ，興奮や感識を覚える段措く接触の位

相)， ii)物珍しきも箔え失せ，逆に，違和感， 戸惑い，混乱， 無気力などにさい

なまれる段階〈崩壊の位桓)， iii)主体性を取り戻そうとする努力がなされる段階

(害統合の位相). iv)白文化と異文化と差異とともに共通点に気持き， 両者の間

の異同を正当と認め落ち着きを取り戻す段譜〈自律の位相)， v)文化の差異や共

通点の評倍や新たな意味づけもできるようになり，より豊かな自己実現に向かうこ

とが可能となる段階〈独立の位相);江、漉一公 (1994，p. 94) 

@読住いと本住い:親は援住い， 子は本住い;箕浦康子 (1980);裳岩ナオミ (1987，

p.79) 

⑬対人爵捺の領域での異文化への同化過程:認知00'行動冨・情動面:( i)白文化
と異文化での対人関需の差を認知していない設階， (ii)異文化を認知しているが，

行動冨には現われず， しばしば惑構的に反発を示す段階， (iii)認知面， 行動菌で

は開化しているが， 感情面では白文化の設措， (iv)認知面，行動00.情動面のす
べての冨で同化Lている段階;箕浦康子 (1984，pp. 59-62) ;中西晃 (1988，p.17) 

③多文化主義時代の統合モデル (bicultural/multicultural，synthesis model) :日

同化主義時代の嘉藤・失知態モデル (conflict/de:ficit model) ;関口知子 (p.12)

2a， e G)文化変容とアイデンティティの3類型: i)調和的な文化変容 (conso-

nant acculturation):モノカノレチュラル・アイデシティテハ ii)選択的な文化

変容 (selectiveacculturation):ノミイカルチュラノレ・アイデシティティ， iii)不

協和な文化変容 (disdissonantacculturation) :罵沼化されたアイデンティティ;

関口知子ぐp.14)

2 a ①嬉国子女のアイデンティティの型:i)当日り取ち型. ii)付け足し翠， iii)自

葬聖;裳岩ナオミ (1987，pp.67-80) ;佐藤郡毎 (2003，p. 160) 

②社会的アイデンティティの枠組み:第1象限=用化一統合，第2象限=異化一統

合，第3象限=異北ー排捺， 第4象摂=再イ七一排除;石m准 (1999，p.203) ;佐藤
郡毎 (2003，pp.154-155) 

③在日韓国・朝鮮人の民族的アイデンティティ:i)共生志向， ii)揮化志向， iii) 

祖国志向， iv)掴人志向;福陪安期 (pp.76-107);佐藤郡衛 (2003，p.157) 

④アイデンティティの形成過程:i)ホスト集自の文化への同調 (conformity)，ii) 

不協和 (dissonance)一支配集毘の文イ乙と自集団の揺鐙や信仰との差異・矛盾を経

験して混乱に陥るJむ理的動揺と苦悩の段搭， iii)抵抗と没入 (resistanceand im-

mersion)-自尊心を保持するために， 古文化のノレーツやすぐれた点を探究する努

力を続ける段階， iv)内省 (introspection)一自集団に対する責任感および忠誠心

と岳葬的な個人としての主斧性との間のバランスをどう保っかを考えるようになる

段階， v)協同的関係への認識の深化と統合 (synergeticarticulation and awar-

eness)一自律的な個人としての尊厳，主体的な人間としての意識が確立され，より

柔軟な態度で事態に対処するようになる設譜;江淵一公 (1994，p. 95) 

3， 9 a ①パイリ γガノレ教育モデル:i) r解決すべき問題としての言語J (langua-
ge-as-proble隠〉観に基づ、いた「移行型J(transitional)， ii) r権利としての言語」
(language-as-right)観にもとづ、いた「母語維持型J(maintenance)，五i)r資源
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としての言語J (language-as-resouce)観にもとづいた「文化資諒豊富型J;関口

知子 (p.45)

3a CDパイリンガリズムの類型:i)平努バイリンガ翌ズム， ii)二重パイヲンガリ
ズム， iii)嬬重パイリンガリズム， iv) セミヲンガリズム (r半言語J)・ダ、プルリ

ミテッド;山本建代 (pp.15-23);佐藤郡詣 (2003，pp.184-185) 

5 a ①異文化センシティピティーモデル (developmentalmodel of intercuItural 

sensitivity) :異文化に対する錨人の意識の発達段措:6つのステージ:i) denial 

ー違いそのものを否定している段階， ii) defense-違いを防衛しようとする段階，

iii) minimization一違いを最小化していく段階， iv) acceptance-違いを受容す

る段摺， v) adaptation-違いへ適rr;をしていく段措， vi) integrationー違いと

の統合の段階;徳井草子 (2002，p. 39) 

②パイカルチュラノレ・パーソナりティ (bicultural personari ty)発達段階論;( i) 

心理的段階， (ii)均衡崩壊の設措， (iii)文イヒ変容・同化の段階む3次元における

「対立する諸要求の謂整過程Jとして，バイカルチュラノレ・パーソナリティの発達

退程を捉える枠組み;江漉一公 (1994，pp. 116-117) 

7a CD多文化主義政策む 6類型:多様性の許容震による類型:i)シンポジック多文
化主義， ii)歩ベラ/レ多文化主義・文化多元主義， iii)コーポレイト多文化主義，

iv)連邦制多文北主義・地域分権多文化主義， v)分断的多文化主義， vi)分離・

独立主義多文北主義;喪主良政美 (pp.50-59)

②多次元マト予ッグス・モデノレ (multi-dimensional matrix model);江淵一公

(1994， p. 66) 

8， 9， 10 a ①国際教育譲力の 4類型:第1象眼=依存一文明〈上からの近代化)，第

2象限=依存一文{t，ぐ植民地政策)，第3象眼=自立一文拐〈教育髄度・システムの

現地イヒ).第4象眼=自立ー支化(エンパワーメント型:途上国自らの意思決定); 

佐藤郡寵 (2003，pp.145-147) 

8a CD多文化ストラテジーの3類型:i)リソース活用型ストラテジー， ii)ハンデ
ィ克脹翠ストラテジー， iii)エクイティ演出型ストラテジー;額賀美静子 (pp.79-

82) 

②異文北体験の2段階:第1段階=感受期「対人関係対処様式をめぐる意味空間がそ

の人の↑言動に影響を及ぼし蛤める時期J• r文化が橿人の内部に足場を固める時期ム
詰半(9'"'-'11議項〉の「準備期」と後半 (11"-'14最頃)，臨界期 第2段階=成受

難につくられた宮人の意味空閣が，その後のさまざまな文化的インパグトを受けて

姿を変える;箕諾農子 (1988，pp. 3-4) ;佐藤蔀衛 (2003，p.59) 

9， 4， 8 a ①パイリンガノレ教育のカリキュラムの類型:i)認知的負担〈小〉一低

コンテクスト， ii)認知的負担〈小〉一高コンテクス人道〉認知的負担〈大〉一

高コンテクスト， iv)認知的負担〈小)-{~コンテグスト;ベーカー，コリン〈岡

秀夫訳編) (pp.161-178);佐藤郡毎 (2003，pp.189-191) 

9a CD文化問化・異費な文化への文化学習(culturallearni昭〉の 5段階:i)ある
ことを単に「知ったJ (learn about) という段摺， ii)その意味〈由来や理由な

ど〉が「分かったJ(understanむという段階， iii)それを〈正しいと)r雷じるJ
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(believe)に至った段階， iv)それがその入の「認知システムj の中に統合され，

f行動J (behavior)にまで現われるに至った段階， v)それがその人の動機づけ

の構造の一部として「内面化されたJ (internalizeの段暗;中西晃 (1988，p. 17) 

lla ①臨床社会学む構成要素:サイエンス一知識〈書斎〔理論J)，サイエンス一行為

〈フィーノレド〔諜査J)， アート一知識〈対人関保〔人情の機敏J)， アート一行為

〈政策現場〔介入J);大村英昭 (p.l0):佐藤郡喬 (2003，狩.236-238)

1， 5 b ①適応、の内的発達モデル i)需北〈不快・不安)， ii)謂箆〈疑問・好奇心)，

iii)同化調節〈理解・納得);横田雅弘・白主皆 (pp.91-92)

1 b ①異文化問教育の4種:i)文化転換型〈移行翠 transcultural)， ii)文化交差

型 (cross-cultural)，iii)文化分離聖〈異文化回避型・コロニー型)， iv)相互作

用聖;江淵一公 (1994，pp. 42-51) 

3， 9 b 積極的なパイリンガノレ教育・請極的なパイリンガノレ教育:i)イマージョン

~， ii)維持型， iii)双方向型， iv)主流パイリンガル型;末藤美津子 (p.20)

8， 4 b ①異文化関コミュニケーション能力 (interculturalcommunication com-

petence)のモデル:行動， 態度， 認識の3つの側面から総合して考えるそデ、ノレ;

松田揚子 (p.67)

8b CD異文化問能力部定の試み;カノレチュラノレアウェアネス・自己調整能力・状況謁
整龍力;山岸みどり・井下理・渡辺文夫 (pp.201-214)

②共感性のタイプ:共有経験高い・缶い×不全経験が高い・抵い， i)南向型， ii) 

共有望， iii)不全型， iv)両貧型;角田豊 (pp.193-200) ;井上孝代編著，要岩奈

々・菊池陽子共著 (p.144)

8 c ①ディアスポラ(離散〉の5類型:i)被害者ディアスポラ， ii)労働ディアス

ポラ， iii)交易ディアスポラ， iv)菅冨ディアスポラ， v)文化ディアスポラ;コ

ーェγ，ロぜγ;森本豊富 (p.5)

2 d， c ①第3文北む子どもと主流文化との関係性， r外見j と「内面化した文化J
による境界付け:i)外国人 (FOREIGNER) 見かけが違う(lookdi豆erent)

考え方も違う (thin主di宜erent)，ii)養子 (ADOPTED)見かけが違う(1ook

different)考え方は関じ (thin云 alike)， iii)罷れ移民 (HIDDEN1M担IGR-

ANT)見かけは同じ(lookalike) 考え方が違う (think di韮erent)， iv)鏡

(MI豆ROR)見かけも同じ (lookali主e) 考え方も同じ (t主ln云 alike)， r鏡
(MI豆豆OR)Jとは「主流集団の人々と外見も考え方も変わらぬ存在」の意味;関

口知子 (p.210)

10， 2 d ①友人ネットワークの機能モデノレ (afunctional model of friendship net-

works) : i)同霞出身者との友人関係には吉文化の価値観や文化的アイデンティ

ティを維持し表現する機能， ii)ホストとの友人関係には学業成就機能， iii)飽冨

からの留学生との友人関係には娯楽機誌が顕著;工藤和宏 (p.96， p. 106) 

d CDタテ〈非対等〉のつながり・ヨコ〈対等〉のつながり:畏f布，尊敬，思慕・友愛，
梧互信頼，相互支援;星野命 (2003，p. 127) 

争ポジティプ・マイノリティと弱いネガティブ・マイノリティ;関口知子 (p.12，p. 

195， p.241) 
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e <D文イヒ変容の3つのパターン:i)関詩的 (simultaneous)文化変容， ii)重なり

( overlapping)文化変容， iii) I1辰次的 (successive)文北変容;井上孝代 (2001，

9・13)

@文化変容の類型:i)調和的な文化変容 (consonantacculturation)， ii)選択的

な文化変容 (selectiveaccul turation)， iii)不譲和な文化変容 (dissonantaccul-

turation) ;関口知子 (pp.319-328)

@文化変容の過程:i)異文化詰伝達/缶謡 (interculturaltransmission/di茸u・

sion)， ii)文化創造 (culturalcreativity)， iii)文化崩壊 (culturaldisintegra-

tion) ， iv)反動的適正、 (reactiveadaptation)， v)前進的調整 (progressive

adjustment)一融合 (fusion)と再生 (assi理 ilation)，vi)共生的多元主義 (stabi・

lized pluralism) ;江諜一公 (1994，pp.71-72) 

。キーワード

a <D二元住 (dualsocial connections): r二つの社会への掃霧J;江淵一公 (1994，
p.76)，②複数性〈マノレチプリシティ);ロウ， リサ〈浜邦章訳);罵顎j仁 (p.58)，

G二次元モデル (two-dimensionalmodel)，パイカルチュラノレ・モデル;江淵一
公 (1994，p. 101)， @パイカルチュラリズム〈二文化並存，二文化主義);江淵一

公 (1994，p.7， p.100， p.221)，⑤意図的パイカノレチュラリズム;江諒一公 (1994，

p.388)，⑤パイカノレチュラヲティ (biculturarity) :二文化佳;江灘一公 (1994，

p.221)，⑦パイカルチュレーション (biculturation，二文化並事住);江淵一公

(1994， p. 61， p. 97)， @異文化共生性 (interculturality);江淵一公 (1994，p. 

535)，⑤文化的二重性;江淵一公 (1994，p.227)，⑫二文化的岳律佳作icultural

autonomy) ;江諒一公 (1994，pp.96-97)，金文化的二元住 (culturalduality) 

;江淵一公 (1994，p.81)，⑫異文化性;馬越譲住.22)，@内なる異文化;倉地暁

美 (2002，p. 51)，⑪異文化度;塘利枝子 (p.32)，⑮文化的不連続 (cultural di亘er-

ences/ discon tinui ties) ;江誠一公 (1994，p. 355)，⑮1次的文化不連続・ 2次的文

化不連続;江淵一公 (1994，p. 355)，⑫二元的文化化 (biculturalencul主uration;

dual enculturation) ;江淵一公 (1994，pp. 54-55)←→一元的文化化 (monocultural 

enculturation) ;江誠一公 (1994，p. 51) @文化の重ね着;関口知子 (p.54)，⑬

文化的同化 (cultural assimilation);江瀧一公 (1994，p.83)，毛並再文化化過程

(reculturation) ;江部一公 (1994，p.53)， @文化化の不連続;江端一公 (1994，

p.2)，②昌文化護掃 (reculturation);江淵一公 (1994，p.43)，毛主異文化摩擦;江

沼一公 (1993，p.12)， @異文化剥がし;江淵一公 (1994，p.498)，重量ハイブヲディ

ティ〈混合性，雑種註，異種混渚性);佐藤郡高 (2003，pp.163-164)，馬誤j仁 (p.

58， p.64)，争文イヒ的混合 (cultural blend) ;江淵一公 (1994，p.139)，②パイミ

ュージカリズム;鈴木正幸・斉田好男・吉良武志 (p.66)

a， e ①多元的文住変容 (pluralacculturation) ;江淵一公 (1994，p. 97) 

1a <D異文化適応 (cross-culturaladaptation);江淵一公 (1994，p.ll)，②異文

化適応スキル:司中共子 (p.138)，③二つの文化への同時的な社会化 (concurrent

socialization into two di宜erentcultures) ;江諒一公 (1994，p.98)， @再社会
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化;江溺一公 (1994，p.496)，⑤二重カノレチャーショック:噴れない異国での生活

に加え，農家での生活に戸惑う;徳井草子 (2002，p.40)，⑤護嬉ショック;星野命

(2003， pp. 146-147) ;認井草子 (2002，p.40)，⑦層圏(護婦〉ショ γ ク;大構敏

子 (p.64)，③多エスニッグ化〈多文化化);関口知子 (p.26)，

2a Q)異文住アイデンティティ (intercultural identity);工藤和宏 (p.97)，②二

重アイデンティティ;江綿一公 (1994，pp.296-297)，③パイカノレチュラノレ・アイ

デンティティ;関口知子 (p.301)日モノカノレチュラル・アイデンティティ;関口知

子 (p.320)，@パイカノレチュラリズム;江淵一公 (1994，pp. 101-103)，⑤多文化

〈的〉アイデンティティ (multiculturalidentity) ;工藤和宏 (p.97);箕浦東子

(1995， pp.33-34);佐藤郡毎 (2003，p.163)，⑤ディアスポラ:多元的でハイブ

リッドなアイデンティティを持つ人爵像;佐藤郡荷 (2003，p.l64) ;馬誠仁 (p.

64， p.66) :掃震すべき故郷をもたない根無し草;野入室美 (p.244)，⑦計画的ディ

アスポラ:日本人の海外駐在員;森本豊富 (p.5)

3a Q)パイリシガリズム〈二言語併用);江澗一公 (1994，p.7)，②二言語辞居者 (bi-

lingual person);江謂一公 (1994，p.101)，③ピジン化:欝謀化;ネウストプニ

ー， J.V.;;横田誰弘・岳主悟 (pp.215-216)

4a Q)コミュニケーション寧擦;岩田祐子 (p.129)

6 a ①多文化カウンセリング (multiculturalcounseling) ;井上孝代 (2004，p.40)， 

②多文化カウシセリング・インベントリー (multiculturalcounseling inventory 

〔昌銀J);井上孝代議著，裳岩奈々・菊池揚子共著 (p.59)

7a Q)文化的多元主義;江諒一公 (1994，p.203)，②共生的多元主義 (stabilized

pluralism) ;江淵一公 (1994，p. 98) 

8a Q)異文化能力:自文化と能文化の間の自分にとって心地よい場所，すなわち「第

3 の場」を創造できるような能力;)[1上郁雄 (pp.1~19) ;中山亜紀子 (p.16)，②

共生の能力;馬淵仁 (pp.138-142，pp.184-187， pp.192-196)，③文化的ポテンシ

ヤノレ (culturalpotential) :異文化の内容〈言語・対人関係のノレール・思想・技能〉

を身tこつけており，国諜的感覚や日本入社会?こ対する醒めた隈をもっている;星野

命 (2003，pp.134)，④多文化共惑性:12つ以上の文化にまたがった関係の上に立

つ共感性J;井上孝代編著，要岩奈々・菊池陽子共著 (p.37)，⑤異文化への気づき

(intercultural awareness) ;岩田祐子 (pp.135)，⑤文化的認識 (culturalawa-

reness) ;江灘一公 (1994，pp.87)，⑦異文化接触 (cross-culturalcontact) ;江

諒一公 (1994，p.ll)， @異文化体験;佐藤郡語 (1992，p. 13)，⑤異文化受容態度;

語科技子匂.34)，。異文化的行動;靖剥枝子 (p.29)，。スイッチング・メカニ

ズム (switchingmechanism，切り替え機構);江諒一公 (1994，p. 106) 

8， 4 a ①異文化コミュニケーション能力;徳井厚子 (2002，p.l71) 

9a Q)e!的文化〈白票文化) (target culture):学習者が同定している文化〈自文

化〉以外の文化で，学習対象となっている文化;倉地譲美 (1990，pp.123-148，工991，

p.79)， Q)異文化学習;徳井厚子 (2004，p. 59)， @異文化学習機能;工藤和宏 (p.

102).窃異文化トレーヱング (cross-culturaltraining， intercultural training) ; 

岩田祐子 (p.134)，@多文化教育 (multiculturaleducation);江淵一公 (1993，
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p.6)，⑤出会いの教育 (P話agogikder Begegunung) ;天野正浩 (p.51)，⑤異

文化交流;拝井健 (pp.63-70)，⑦異文化交流教育;坪井龍 (p.72)，@教育摩擦;

中西晃 (1992，p. 5) ;佐藤郡衛(1992，p. 11)，③葛藤の教育(konfliktPadagogik) : 

むしろ葛藤に方向づけられており，多文化社会の発展にとって妨げとなるさまざま

な岸壁む除去を目的?こする;天野正治 (p.50)，⑬カルチャー・アシミレーター

(culture assimilator) :異文化トレーニングの中の嬉属トレーニング (attribution

trai凶ng)の手法;岩田諸子 (p.134)，⑬異文化マニュアル;吉野耕作;関口知子

(p.21)， 

10a CD再件鰐イヒ (reorganization);江指一公〈工994，p.72)， @構造的問化 (struc-
tural assimilation) ;江誠一公 (1994，p.83)， @マクロ・システム (macrosystem

共システム， 全捧系):本人をとちまく国家や社会， 共同体のレベル;井上孝代編

著，裳岩奈々・萄池陽子共著 (p.8);壊利枝子 (pp.49-50)

lla ①複接的・散眼的視点:散眼的ーあちこちににらみをきかせた;星野命 (2003，

p.241) 

12a ①異文化的存在:ー註代昔の文化価値をまとった親や教師が理解で、きないような

考え方・行動の仕方・惑じ方をする子どもたち;門脇厚司・宮台真司編;本昌和子;

関口知子 (p.22)②異文化共生人間 (interculturalperson) ;江混一公 (1994，p. 

529)， @異文化インフォーマント:呂本文住を理解するための債報提供者;中島祥

子・板倉ひろこ (p.90)，@二文化人合iculturalperson) .バイカルチュラル入

問。iculturalperson)・二文化許用者;江潤一公〈工994，p.7， p.10， p， 96， p. 299)， 

e二文化主義者 (biculturalist):統合主義者(integrationalist);江誠一公 (1994，
p.249)，⑤二元的人務 (dualpersonality) ;江淵一公 (1994，p.76)， (J) E系二文

化人;江漉一公 (1994，p.302)，③多文北人 (multiculturalperson) ;江淵一公

(1994， pp.96-97)，⑤マルティ・カルチュラル・パースン;星野命 (2003，p. 53， 

p.153)， @第二次的知識人:知的作品の解釈や缶達に従事する人びと，教師・ピジ

ネスエリート;馬調仁 (p.16)，@アメラジアン:アメリカ人 (American)とアジ

ア人 (Asian)の両親の詞に生まれた人々;野入直美 (p.214)

b CD異文北関:親から受けつぐ文化と生きている社会の主涜文化の題;関口知子 (p.
40)，②境界空間(liminalspace) : r文化と文化の間，分離と再統合，中心と毘綾，
マジョリティとマイノリティ，過去と現在と未来といった区分をまたいで流動する

空間であり，毘時に，それらむ揮を繋ぐ境界的・過渡的状態ないし過程として存在

する陵味な時空間J;関口知子 (p.23);今福龍太，③インターフェース;村由雅之

(p.lQ8) ;集住忠久

1 b ①相互譲宣言 (accomodation);江淵一公 (1991，p.14) 

2 b ①自己組識性:システムが諜境と梧互作用するなかで，みずからの講造を変化さ

せ，新たな秩序を形成する性質;今回高袋;佐藤蔀寵 (2003，p. 45) 

2， 8b CD異文化問コミュニケーション能力;松田陽子 (p‘67);吉田ひろ子編著
(pp.41-45)， 

3b ①異文化間語用論;伊藤克敏 (p.24)

4b CD異文化問コミュニケーション;江淵一公 (1994，p. 7) ;上京諒子 (p.59);西
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田ひろ子編著 (p.iii)，②共感的コミュニケージョン;井上孝代編著，要岩奈々・

菊池陽子共著 (pp.31-32)，③シェアリング;井上孝代編著，蓑岩奈々・菊池揚子

共著 (p.96)

5h ②発達の相互性:井上孝代編著， 裳岩奈々・菊池揚子共著 (p.13);②異文北関

成長;関口知子 (p.14，p.211) 

6b ①異文化関カウンセ予ング (cross勺 ulturalcounseling);倉地境美 (1991，p・

73) ; I主主悟 (2004，p.4) ;神村栄一 (2004，p.40) ;井上孝代(2004，p.40)，②マグ

ロ・カウンセリング:iマグロ」とは， r構造的Jiシステム的jr相互関係的jr護雑
系J等を含意する:井上孝代編著，要岩奈々・嘉池揚子共著 (p.ii， p.l， p.7) ;井

上孝代 (2000，pp.29-41， 2004， p.41)舎ミラーリング効果;井上孝代編著， 蓑

岩奈々・菊池揚子共著 (p.55)

6， 12b ①異文化問カウンセラー;井上孝ft(2004， p.45)， 
7b ①文化的混交 (culturalhyちrid);江端一公 (1994，p.77)， 

8 b ①異文北間能力 (interkul turせlekompetenzen) ;天野正治 (p.54);ィ伊藤克鞍

(p.27) ;山岸みどち(工995，pp.209-223) ;癒井淳子 (2004，p. 58)，②異文北関

リテラシー;山岸みどりな997，pp.37-51) :佐藤審構 (2003，p.174);新井部男

(pp.10-11， p.14， p.17) ;江部一公 (2001，p.121)， dD自能的共感:共感的コミュ

ニケーション，双方向的共感， i自分の共感を相手に伝え，さらに共感的な関保を

構築していくことj，多文化的な視点が必要;井上孝代編著， 蓑岩奈々・菊池揚子

共著 (pp.31-32)，④異なる視点へむ気づ、き;塚本美恵子 (p.76)，@再解釈 (rein-

terpretation) ;江淵一公 (1994，p.72)，⑥リプレーミング:i自分を追い詰め，制

限するような否定的な固定観念を，裂の視点、から考えることで変えていく方法j，

「患者に自己肯定惑と安心惑を与え，新しい力と自信を持たぜることができるj; 

井上孝代編著，要岩奈々・菊池陽子共著 (p.55)，リ・プレイミング:i自らの r意
味』の組み替えができる力j;蓑岩ナオミ (1991，pp.14-47) ;佐藤都詣 (2003，p・

165， p.172)，⑦異文化語トレランス;原諮混(pp.4-13);小津理憲子(pp.31-52) ; 

讃林宙世，③異文化謂経験;関口知子 (p.31)，⑤異文化問移動;塘科技子 (p.45，

p.212)，⑮トランスミグラント (tra邸 migrant): i一時的出稼ぎ」と「定住・永住

移民」の中間移住形麓;森幸一;関口知子 (p.74)

9b CD異文化間教育;天野正治 (p.50)，②異文北関教育〈二元的文化北);関口知子
(p.115)，③異文化語学習;天野正治 (p.50)，@相互啓発;天野正治 (p.45)，⑤

留学生アドパイジング (ForeignStudent Advising ;横田誰弘・岳主悟 (p.65);

自主悟 (1999，pp.36-50)， @9'署員トレーニング (attributiontraining) :参加者

に，抱の文化に内在する基本的な考え方や態度，役割期待などを提話し，文化によ

って麗定された読点に気づ古、せ，相手の視点から理由づけができるようにするトレ

ーニング;本田菌子;岩田祐子 (p.134)，⑦カルチャーアシミレーター (culture

assimilator) :ある出来事の原因や行為の意密を，文化的背景の異なる梧手の視点

から解釈する事を学ぶ嬬屠トレーニング (attributiontraining) の一つの手法，

intercultural sensitizerとし寸言い方もされる;徳井厚子 (2002，p.132)

9， 10b ①異文化関サポート・ネットワーク;安場淳 (p.115)
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9， 11 b ①異文化間教育研究;天野正治 (p.50)，

10b CDメゾ・システム (mesosystem間システム，間接系):マイクロ・システム間
の栢互の爵連を問題tこするレベル:ブロンフェンブレンナーの生態学的システムモ

デ、ノレ，マイクロシステム (microsystem直システム，娼翌日系〉・メゾシステム・エ

クソシステム(exosystem，外システム外接系〉マグロシステム(血acrosystem共

システム，全体系シクロノシステム (chronosystem);井上孝代編著，要岩奈々・

菊池陽子共著 (p.8);塘利枝子 (pp.49-50)，

llb CD異文化隠研究〈方法論);星野命 (1989，p.7)， @異文化問教育心理学;星野命
(2003， p. 127) 

12b CD異文化時人 (interculturalperson) ;江淵一公 (1994，p.7)， @異文化問的存
在;小島勝 (1999，p.41， 2002， p.14).③150%人間 (150%説an):二文化的環境

で二文イじの間の通訳兼仲介者としての役割を果たす能力を備えた人物;江淵一公

(1994， p.98)， @文化件介者 (culturalbroker， cultural mediator) ;江漉一公

(1994， p. 104) ;馬潟仁 (p.16)，⑤文化の媒分者;倉地麗美 (1991，p.72)，⑤デ

カセギ;関口知子 (p.31)，⑦菌諜克:混血児，ハーフ，ダブル;鈴木一代 (p.42)

c CD第3の見地;小畠勝 (1999，p.40， 2002， p. 7， 2004， p. 47) 
2c CD超文化的アイデンティティ;箕浦康子 (1995，pp. 33-34) ;佐藤郡衛 (2003，p. 
163) 

7 c ①トランスカルチュラノレ;出匝礼子 (pp.4-16)，②メタ・カルチャー;裳岩ナオ

ミ (1986，pp.51-56) ;江淵一公 (1994，pp. 512-513) 

10 c CD地隷市民教育;箕滞慶子 (1997，1998， p. 7) 
llc CD異文化問〈メタ〉の翠点;関口知子 (p.39， p. 56) 
12 c CD第三文化人 (thethird culture person);江淵一公 (1994，p. 7)，②海外成
長宮本人(Japanesegrown-up overseas);雲岩ナオミ (1987， p.67) ;星野命

(2003， p.127)，③第三文化の子どもたち (thirdculture kids) ;関口知子 (p.

12， p.39)，舎越境者;森本豊富 (pp.4-16)，@文化的越境者;関口知子 (p.40)，

⑤トランスナショナル越境者;森本豊富 (p.ll)，合メタ・カノレチュラノレ・パース

ン;星野命 (2003，p.53)，⑧普遍入 (universalperson) ;江淵一公 (1994，p.7) 

4 ①関探性の組み替え;佐藤都寵 (2003，p.44， pp.46-47， p.70)， @梧互謂整 (mu-

tual accommodatio心;佐藤郡衛 (2003，p.50)，③「今，ここ」の文脈;関口知子

(p.211)，④統合 (integration):岩住地や職業・教育等における平等な制度的

参加〈相互作用〉の機会が増えていき，分離された状態が沼滅していくこと;江淵

一公 (1994，pp.83-84)， @ェクイティ:異なる語{産体系聞の質的な平等を巨指す

概念;)11埼誠司 (p.69)，@参加型開発;チェンパース，ロパート(p.100);佐藤郡

荷 (2003，p.148)，⑦位霊取りの政治:ある社会の中に差異が見いだされ，それに

意味が与えられて，差異を持つ者と持たない者との需に二項対立が生じるとき，し

ばしば権力は不平等に分配される。そして，境界線のどちらに側に誰を霊童するか

をめぐって，せめぎ合いが起きる;渋谷真樹 (p.117)，⑧エンパワーメント;)11崎
誠司(p.75)，⑤エンパワーメント型:これまで「援助する住むとえ立っていた外部の

組織や機関は，援助ではなく， rともに働く，協力する側Jとして地譲住民との平
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等で相互作用的なパートナーシップの関係を形成すること;久木田純白p.13-16); 

佐藤郡衛 (2003，pp.136-139) 

2 d ①互換的なアイデンティティ (compatibleidentity) ;江端一公 (1994，p.93)， 

②毘辺化されたアイデンティティ;関口知子 (p.319)，@アイデンティティ管理:

印象操作・名誉挽回・開き直り〈解放シ差別:石川准 (1992，pp.27-33) ;'佐藤

郡衛 (2003，pp.157-158) 

6 d ①関係促進〈ファシリテーション);井上孝代編著，芸春奈々・菊池揚子共著

(p.17)， CID仲介・媒介〈インターメディエーション);井上孝代編著，裳岩奈々・
菊池陽子共著 (p.18)

7d ①文化相関主義:諾文化の聞に錨鐘的な擾劣はないという点を強調し，留別対象

への倍値関与やその理解の努力に諮極的ないわゆる「文生栢対主義J的立場ではな

く，文化現象をその背景にある歴史社会的・自然環境的諸条件，冨際関係f青勢や当
該社会の変動などとの相関関係から理解する営為;宮島喬 (p.160);関口知子 (p.

46)，争日系性;関口知子 (p.195)，@B系度;関口知子 (p.218)

10d ①制度化された語整 (institutionalizedadjustment) : f共生的多元主義j の場

合，各集団江それぞれ文化的に相互に異なるが，構造的には訟たような制度をつく

って，飽の集団との需に相互接触と交流む関係が維持できるような桔互関係のシス

テム;江淵一公 (1994，p.72)， CIDテーマ・コミュニティ:fインターネット上に自
発的に形成されているバーチャルな関保性であったり，ボランティア・グループと

か，近年， その社会的な役割が注目されるようになった NPuJ. f自発性に基づ

いて形成され， 境界線が柔軟で， かつ自由に出入りする新しいタイプの組織体;

金子郁容能 (pp.151-161);佐藤郡衛 (2003，pp.212-215)， @異イヒ主義:日間化

主義;江淵一公 (1994，p. 359) 

lld ①ジャーナル・アアローチ:ジャーナノレ (journal)には新開， 雑誌という意味

以外に， 日記，誌海日誌という意味もあるが， ここでいうジャーナノレは，むしろ後

者に近いものを意味している;倉地暁美 (1991，pp.70-71， p.79)，②参加型アグシ

ョン・ヲサーチ，倉地喪美 (2002，p.51) 

12d ①在日マイノリティ;関口知子 (p.243)

e CD文化変容 (acculturation);江部一公 (1994，p.71， p.83)， CID選択的文化変容
(selective acculturation);江淵一公 (1994，p.1l4)，③“創造的"文化生産過

程〈“creative"culture-producing process) ;江漉一公 (1994，p.70) 

2e CD稼動中の自己 (working self-concept) ;関口知子 (p.209)

8 e ①オプション患考:未知のものを窺知に変える予測力，常識としづ枠組みに霧ら

れずに「ない」を「あるJに変える柔軟な発想力;裳岩ナオミ (1991，pp. 14-47) ; 

佐藤蔀衛 (2003，p.l71) 

lle CD構成主義;久保田賢一 (pp.17-19)

1 f ①奪文化化 (deculturalization):ある集盟から文化を奪い， かれらになじみの

ない新たな文化を強要すること;太罰靖雄 (p.223);関口知子 (p.81)

2 f ①根無し草 (theuprooted) ;江淵一公 (1994，p.77) 

7 f 岳文化本質主義:各々の文化は，そり文化を表わす純正な要素をもっておっ，他
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の文化との間に何らかの明確な境界をもっている， と提える文化観;馬誤i仁 (p.
55) 

12 f CD境界人 (marginalman) : 2つの社会，そして単に異なるとし、うだけでなく，
故対的ですらあるような2つの文化に生きるという運命を余議なくされた入間;江

諒一公(1994，p. 76) 
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は， 研究分担者の馬淵仁・大阪女学院大学国際英語学部教授には「異文化問教育学

の文化観J. 松尾知明・国立教育政策訴究所初等中等教育部主任研究官には「異文化

語教育学と多文北教育J. 渋谷真横・奈良教育大学教育学部劫教授には「カルチュラ

ノレ・スタデーズの示唆性J. 罪究協力者の西罵亜紀子・武庫JII女子大学非営勤講師に
は「ジェ γダーの視角」について研究していただいている。

(3) 佐藤郡寵 f改訂新寂冨際化と教育ー異文化関教育学の視点から』放送大学教育振

興会， 2003 (平成15)年.p.460 

(4) 1.適応. 2. アイデンティティ， 3.言語. 4. !lテラシー.5. コミュニケー

ジョ γ，6.発達・成長， 7. カウンセンリング， 8.文化， 9.資質・能力〈理解

など).工o.人間観を，表のように修正した。ただ，これも現段搭での修正であり，
今後関連文献をさらに調べることにより，検討をつづけていきたい。
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